
幽 霊 と 少 女 の 恋

オ ス カ ー ・ワ イ ル ド 「カ ンタ ヴ ィル の 幽 霊 」

山 田 え りか

 オ ス カ ー ・ワ イ ル ド(Oscar Wilde)の 短編 「カ ン タ ヴ ィル の 幽 霊 」("The

Canterville Ghost")は 、1887年2月 か ら3月 にか けて 、 雑 誌 『コ ー ト ・

ア ン ド ・ソサ エ テ ィ ・レ ヴ ュ ー』(Court and Society Review)に 発 表 され

た 。 そ の 後 、1891年7月 に は 、 他 の三 っ の短 編 と共 に 『ア ー サ ー ・サ ヴ ィ

ル卿 の犯 罪 とそ の 他 の 物 語 』 (Lord Arthur Sα捌 θ冶Crime and Other

Stories)に 収 録 さ れ た 。 ま た、1944年 とig86年 に は 映 画 化 も さ れ て お り

(後 者 はテ レ ビ映 画)、 ワ イ ル ドの短 編 小 説 と して は 、比 較 的 知 名 度 の 高 い も

の と い つて よ いだ ろ う。

 だ が 、 発 表 当 初 の こ の作 品 に対 す る反 応 は、 軒 並 み芳 しい も の で は な か っ

た。1891年 当 時 の書 評 に お い て、 ウ ィ リア ム ・シ ャー プ(William Sharp)

は、 「物 語 と して は、(同 時 収 録 の 「ア ー サ ー ・サ ヴ ィル 卿 の犯 罪 」 よ り)ま

だ ま しな方 だ が 、 い くつ か の 愚 劣 で卑 俗 な言 葉 に よ って 、 そ の価 値 が 減 じ ら

れ て い る」 と 述 べ て い る。1ま た、 ウ ィ リ ア ム ・バ ト ラ ー ・ イ エ イ ッ

(William Butler Yeats)は 、 「そ の 超 自然 的 馬 鹿 騒 ぎ に関 して は、 一 時 的

な関 心 を 呼 び起 こす 以 上 の もの で はな い」 と一 蹴 して い る。2

 また、 ワイル ドの作品を論 じた書物は数多 くあるものの、 「カンタヴィル

の幽霊」 にっいて重点的 に扱 った著作は、現在に至 るまでほとんど無いのが

事実である。 それだけに、 この短編に関する論点 は、 「英米両国に対する、

作者一級 のウィットに富んだ風刺」 というテーマー点のみにとどま りがちで

ある。
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 しか し、 いつ まで も こ う した 「イ ギ リス対 ア メ リカ」 と い う先 入 観 に ば か

り と らわ れ て い て は、 新 しい読 み方 は期 待 で き ま い。 ワ イ ル ドの他 の作 品 に

お け るの と 同様 に、 彼 の美 学 や芸 術 観 を そ こ か ら汲 み取 る試 み が も つ と な さ

れ て もよ い と思 う。 小 説 、 戯 曲、 評 論 に至 る ま で 、 彼 は必 ず とい って い い ほ

ど、 自 らの代 弁 者 た る人 物 を作 品 中 に登 場 さ せ て い る。 「カ ン タ ヴ ィル の 幽

霊 」 に お い て ワ イ ル ドの分 身 とな るの は、 幽 霊 こ とサ ー ・サ イ モ ン ・ ド ・カ

ン タ ヴ ィル(Sir Simon de Canterville)で あ る。 近 代 社 会 に お い て は、 前

時 代 の遺 物 と して嘲 笑 さ れ て しま うア ナ ク ロ ニ ス テ ィ ッ ク な幽 霊 と作 者 の 姿

は、 一 見 した だ けで は結 びつ きに くい か も しれ な い。 だ が 、 後 に ワイ ル ドが

同 性 愛 の廉 で逮 捕 、 投 獄 さ れ た時 に世 間 か ら浴 び た非 難 と嘲 笑 は、 ど こか 幽

霊 の受 けた そ れ と似 て い な く もな い。

 この両者 に共通す るのは、芸術美の世界 という、現実の価値観を超越 した

次元で生 きようとした点である。 しか し、 こうした現実離れのした世界の住

人は、必然的に俗世間の目からは奇怪で滑稽な姿に映 らざるを得ない。 また、

彼 らは一般社会におけるそうした自分たちの道化的役割を自覚 していなが ら

も、自らの奉 じる美学を追求 し続ねばならないという、ある種自虐的な使命

を背負 って もいるのである。

 この よ う に、 あ くま で喜 劇 的 な調 子 で で は あ るが 、 この 物 語 に は ワイ ル ド

の 自伝 的要 素 が盛 り込 ま れ て い る。 そ して 、 幽 霊 以 上 に作 者 の 思 い入 れ が 強

く感 じ られ る人 物 が 、 ヒ ロイ ンの ヴ ァ ー ジ ニ ア(Virginia)で あ る。 後 に詳

述 す るが、 幽 霊 が ワイ ル ドの分 身 とす れ ば 、 この 少 女 に は 彼 が こ よ な く愛 し

た妹 の ア イ ソ ラ ・ワ イ ル ド(lsola Wilde)の 面 影 を み る こ とが で き る。 本

論 で は まず 、 幽霊 と ヴ ァー ジニ ア の人 物 像 にっ い て 考 察 す る。 そ して、 作 者

が 天 逝 した 妹 との間 に お そ ら く夢 見 た で あ ろ う、 深 い愛 情 に満 ち た関 係 を、

こ の二 人 の 主 人 公 の姿 か ら読 み取 って い き た い と思 う。
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 オ ク ス フ ォー ド ・ワ ー ル ズ 。ク ラ シ ック ス 版 『オ ス カ ー ・ワ イ ル ド短 編

集 」(Complete Shorter Fiction)の 序 文 で 、 イ ザ ベ ル ・マ リー (lsobel

Murray)は 「カ ン タ ヴ ィ ル の 幽 霊 」 に っ い て 、 次 の よ う に 述 べ て い る。

「彼(ワ イ ル ド)は 、 ア メ リカ 的 態 度 を か らか うの に イ ギ リス人 を使 う の と

同 じ く、 イ ギ リス的 態 度 を か らか うた め に ア メ リカ人 を使 うの で あ る。 イ ギ

リス人 側 で 嘲 笑 の 的 と され て い る の は、 怪 談 に は お決 ま りの 舞 台 で あ る幽 霊

屋 敷 カ ン タヴ ィル ・チ ェ イ ス (Canterville Chase)と 憂 響 な 家 政 婦 の ア ム

ニ ー 夫 人(Mrs. Umney)で あ る。」3確 か に こ の物 語 に お い て は 、 古 い迷 信

に と らわ れ た イ ギ リス人 ばか りで な く、 幽 霊 の存 在 そ の もの が 、 ア メ リカ の

近 代 合 理 主 義 に よ っ て 椰 楡 さ れ て い る。 だ が 、 タイ トル ・ロ ー ル で あ る幽 霊

は、 単 に 「古 い イ ギ リス」 の 象 徴 と して位 置 づ け られ て い るだ け で は な い。

そ こ に は、 芸 術 至 上 主 義 者 ワ イ ル ドの イ メ ー ジが強 く反 映 され て い る こ とを

忘 れ て は な ら な い だ ろ う。

 幽 霊 こ とサ ― ・サ イ モ ン は、 エ リザ ベ ス朝 時 代 か ら三 百 年 も の 間 、 屋 敷 に

住 み つ き 、 多 くの 人 々 を 震 え あ が らせ て き た。 事 の発 端 は、 彼 が 妻 の エ リ

ナ ― ・ ド ・カ ン タ ヴ ィル 夫 人(Lady Elenore de Canterville)を 書 斎 で殺

害 した こ とに 始 ま る 。 殺 害 の 理 由 は、 夫 人 が 「ひ ど く不 器 量 で 、 服 の 襲 襟 の

糊 付 け も ろ くにで きず 、 料 理 の 仕 方 もま るで 知 らなか っ た」4か らだ と い う。

こ の 不 条 理 な 殺 害 動 機 は、 ワ イ ル ドの 批 評 「ペ ン、 鉛 筆 、 毒 薬 」("Pen,

Pencil and Poison")に 登 場 す る トーマ ス ・グ リフ ィ ス ・ウ ェイ ン ライ ト

(Thomas Griffiths Wainewright)の 義 妹 殺 しの件 を 思 わ せ る。 ワ イ ル ド

が尊 敬 し た この芸 術 家 は 、 殺 人 を 非難 す る友 人 に対 し、 次 の よ うに 答 え た と

い う。 「うん 、 あ れ は ひ ど い 仕 業 だ った が、 で も、 あの女 は足 首 が とて も太

か った の だ」(`Yes;it was a dreadful thing to do, but she had very

thick ankles.'[1006])。 あ ま り に滑 稽 で は あ るが 、 彼 らの言 い分 に は、 自
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らの信条 には決 して妥協を許さない完全主義者 と しての姿勢が うかがえる。

芸術家たる者の確固たる信念を、 シリアスにではな く、このようにあ くまで

ユーモラスに表現す る時にこそ、 アフォリズムの達人ワイル ドの真価が発揮

されているといえる。

 殺害の九年後、サー ・サイモンは、仇討ちを狙 う夫人の兄弟によつて、秘

密の小部屋 に監禁 の末、餓死 させ られ、幽霊 として屋敷 に出没するように

なつた。だが、悪の美学を体現 しようとす る彼にとって、 この死 はある種大

きな特権になったといえる。 というの も、幽霊になった彼には、現世の生身

の人間が避 けては通れない肉体上の死 は、 もうあり得ない。言い換えれば、

死 と共に、サー ・サイモンは幽霊 としての永遠の命を約束されたのである。

永遠の命 というテーマは、この作品の三年後 に発表 された長編 『ドリアン・

グ レイの肖像』(The Picture of Dorian Gray)で も再び扱われている。 こ

の中で、 主人公 ドリアン(Dorian)は 、美 しい肖像画に嫉妬 し、 不滅の美

と青春を手 に入れられればと願う。彼は自らの魂 と引き換えに約束 された特

権を駆使 し、罪 と快楽の追求 に生 きることとなる。不老不死 という、常人に

は到底叶わぬ夢を現実のものとした特権者 は、芸術美の世界にその生命を捧

げる義務があるとワイル ドは考えていたようだ。サー ・サイモンもまた、作

者 の考える 「芸術的特権者」の一人である。彼は死 によって幽霊 としての永

遠の命を約束され(た だし、 ドリアンと違 って姿 は老人であるが)、 自分の

美意識の追求のために生 き続 けることが可能 になったのだ。

 風習喜劇 『何でもない女』(AWoman of No Importance)に 、「最高の社

交界に出入 りするには、人にショックを与えねばな らない」(460)と いう台

詞がある。 これはもちろん、奇抜な服装 と言動で人々の度胆を抜いてきたワ

イル ド自身 の主張に他な らない。カンタヴィルの幽霊 も、様々な恐 ろしい扮

装に身をやつ し、人間達に文字通 り 「ショックを与える」 ことに至上の歓び

を感 じていた。だが、どんなに素晴 らしい芸術であっても、それを理解でき

る受 け手の存在なしには意味をなさない。幽霊にとっては、人々に恐れられ

て こそ自尊心が満たされ、また自分の存在意義 も確認できたのである。
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 幽 霊 と な つて三 百 年 後 の 十 九 世 紀 末 、 彼 は初 め て の難 敵 と遭 遇 す る こ と に

な る。 カ ンタ ヴ ィル 邸 を買 い取 った ア メ リカ 公使 の ハ イ ラ ム ・B.オ テ ィス

(Hiram B. Otis)一 家 で あ る。 屋 敷 の売 買 条 件 を話 し合 う席 上 で 、 カ ン タ

ヴ ィ ル卿(Lord Canterville)は 幽 霊 の存 在 を心 配 げ に知 らせ る もの の、 オ

テ ィス氏 は一 向 に動 じな い。

'But there is no such thing
, sir, as a ghost, and I guess the laws of 

nature are not going to be suspended for the British aristcracy.' 

 'You are certainly very natural in America
,' answered Lord 

Canterville, who did not quite understand Mr. Otis's last 

observation, ... (193)

「イ ギ リス の 貴 族 に は 『自然 』 の 法則 が適 用 され な いな ど と い う こ と は な い

だ ろ う」 と、 オ テ ィ ス氏 は 自信 た つぷ りに語 る。 つ ま り彼 は、 幽 霊 な ど とい

う 「超 自然 」 な 現 象 は あ り得 な い と言 うの で あ る。 だ が 、 そ れ と同 時 に、 こ

こで の 「自然 」(nature)と い う語 に は、 作 者 の芸 術観 が 内 包 され て い る と

考 え る こ と もで き る の で は な い か 。

 そ もそ も、 当 時 の過 剰 な 「自然 」 賛 美 の風 潮 に、 ワイ ル ドが 強 く反 発 し続

けて い た こ と は言 うま で もな い 。 芸 術 に比 べ て 、 「自然」 は 「趣 向 を欠 い て

お り、 奇 妙 に粗 野 で 、 異 常 な まで に単 調 で あ り、 全 く未 完 成 な 状 態 で あ る」

(970)と 、 評 論 「虚 言 の衰 退 」("The Decay of Lying")で も述 べ られ て い

る通 りで あ る。 「カ ン タ ヴ ィル の幽 霊 」 に お い て は、 ア メ リカ 人 の オ テ イ ス

ー 家 が 自然 の崇 拝 者 、 す な わ ち芸 術 を理 解 しな い俗 物 と して描 か れ て い る。

上 に 引 用 した オ テ ィ ス氏 の言 葉 が、 そ の こ とを ま さに物 語 つて い る とい え る。

幽霊 対 一 家 の闘 い が 、 実 は反 自然(芸 術)対 自然 の 闘 ぎ あ い で あ る こ とが 、

物 語 冒 頭 の この場 面 で す で に示 さ れ て い るの だ。

 屋敷の図書室の床には、サー ・サイモンが生前に夫人を殺 した時についた

血痕が、三百年の時を経て未だに残 つていた。 この血痕 は、悪の美学の求道

者たる彼にとっては勲章 と呼ぶべきものであった。だが、オティス家の長男
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ワ シ ン ト ン(Washington)は 、 「ピ ン カ ー ト ン 社 最 高 し み 抜 き 剤 」

(Pillkerton's Champion Stain Remover) と 「模 範 洗 剤 」 (Paragon

Detergent)な る近 代 化学 製 品 で 、 幽 霊 自慢 の 血 痕 を た ち ま ち消 し去 つて し

ま う。 愛 国 熱 に浮 か さ れ た両 親 に よ って ワ シ ン トン と名 付 け られ た(194)

彼 は、 両 親 の薫 陶 を受 け て近 代 文 明 と ピュ ー リタ ニ ズ ムの 信 奉 者 とな って い

る の で あ る。

 消 された血痕 もつけなおし、幽霊 はついに一家の前に姿を現す。 この時の

彼の出立 ちは次の通 りである。

His eyes were as red as burning  coals  ; long grey hair fell over his 

shoulders in matted coils ; his garments, which were of antique 

cut, were soiled and ragged, and from his wrists and ankles hung 

heavy manacles and rusty gyves. (196)

後 で わ か る こ とだが 、 この幽 霊 は様 々 な扮 装 の レパ ー ト リーを 持 って い る。

そ の 時 々 に演 じる役 柄 に応 じて、 衣 装 を替 え て 人 々 の前 に姿 を 現 す とい う凝

り様 で あ る。 そ の 中 で、 こ の初 登 場 の 場 面 で の 幽 霊 は、 「重 い 手 枷 と錆 び た

足 枷 」 か ら判 断 して 、 か っ て監 禁 され て 殺 さ れ た 時 の姿 で あ る と思 わ れ る。

い わ ば 、 役 者 が ノ ー メ ー ク で迫 真 の演 技 を 見 せ て い る よ うな も ので あ る。 そ

う考 え る と、 足 枷 の 錆 び た鎖 の音 は、 主 演 俳 優 の登 場 シ ー ンを彩 る音 楽 で あ

る とい え る。 だが オ テ ィス氏 は、 そ の 鎖 に効 き 目抜 群 の 「タマ ニ ー社 製 日の

出 印 潤 滑 油 」(Tammany Rising Sun Lubricator)を さ しな さ い と、 平 然

と幽 霊 に言 つて の け る。 ま た、 オ テ ィス夫 人(Mrs. Otis)も 負 け て は い な

い。 幽 霊 が 二 度 目 に 登 場 した 夜 に、 恐 ろ し い は ず の 悪 魔 笑 い(demoniac

laughter)を 屋 敷 中 に響 き渡 らせ て い た 時 で あ る。 夫 人 は 、 消 化 不 良 で 具

合 が 悪 い な ら これ を使 い な さ い と言 って、 幽 霊 に 「ドベ ル博 士 の チ ンキ剤 」

(Dr. Dobell's tincture)を 手 渡 す 。

 あまりに物質主義的な一家に圧倒され、幽霊は激 しく動揺す る。 どんなに

偉大な芸術家でも、それを受け入れない観客の前 には無力 と化す。5あ るい
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は彼の敗北は、前時代の遺物はいずれ近代化の波に飲まれ、淘汰 されてい く

運命にあることを示唆 しているのかもしれない。 もっとも、いくら古いもの

であって も普遍的な価値を有す るものな らば、時代を超えて残 り続けること

も可能であろう。だが、幽霊は長 く生 きすぎたたﾘか 、自らの過去の栄光に

溺れ、いつ しか低級なセ ンチメンタリズムに陥 っていたことは否ﾘな い。自

分の美学がもはや人に受 け入れられない、時代遅れのものに成 り下が ってい

るという現実 を突きつけられ、彼 は芸術家 としての自分の限界を痛感するの

である。

 それで も何 とか幽霊 はオティスー家に復讐 しようと試みるのだが、気合い

は空回 りするばかりである。彼が生前、颯爽 とまとっていた甲冑を身にっけ

ようとした時、鋼鉄の重みに押 しつぶされて転倒 し、手足を怪我 してしまう。

そのうえ、一家の末子である双子の兄弟たちか らは逆に脅かされ続けて、疲

れ果てた彼 はとうとう寝込んで しまう。

For five days he kept his room, and at last made up his mind to 

give up the point of the blood-stain on the library floor. If the 

Otis family did not want it, they clearly did not deserve it. They 

were evidently people on a low, material plane of existence, and 

quite incapable of appreciating the symbolic value of sensuous 

phenomena.... It was his solemn duty to appear in the corridor 

once a week, and to gibber from the large oriel window on the 

first and third Wednesdays in every month, and he did not see 

how he could honourably escape from his obligations. It is quite 

true that his life had been very evil, but, upon the other hand, he 

was most conscientious in all things connected with the 

supernatural. (202)

自分 の芸術を理解できない人間を前にい くら熱演 したところで、まった くの

無意味にすぎないことを幽霊ははつきりと悟 っている。 しか し、自分が受け
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入れ られないからといって、観客に迎合するわけにはいかない。人を恐れさ

せることこそが彼の 「義務」であり、実際三世紀 もの問、それを頑に守 り続

けてきたのである。その習慣を捨て去 ってまで無駄 に生 き長 らえることは、

これまでの彼の唯美主義者 としての輝か しいキャリアをすべて否定すること

になってしまう。芸術家 は自らの信 じる美の世界に生 きて こそ、その存在意

義があるのだ。 したがって、 もはや自分の 「芸術活動」が続 けられない世の

中とは訣別すべ きであると幽霊は自覚する。

 一貫 してコミカルな調子で物語は進められるものの、幽霊の末路 には後の

ワイル ドの悲劇の予兆が感 じられる。彼は同性愛の廉で投獄 され、二年後に

釈放された頃には、肉体的にも精神的にもうちひしがれていた。その後の彼

の創作活動 といえば、『レディング獄舎のバ ラッ ド』(The Ballad of Reading

Gaol)一 作を数えるのみである。獄中生活 の体験記を書 くことを依頼する

出版社は多かったようだが、 ワイル ドはこれらの誘いをすべて断 っている。6

獄中で現実世界の辛酸をなめつ くした後では、以前のような幻想的な美と芸

術の世界を再現することは不可能であつた。唯美主義者 として生きてきた彼

にとって、その信条を捨て去 ったところで芸術活動を行 うことは、屈辱以外

の何物で もない。芸術家が芸術家でいられな くなること、それは広い意味で

の 「死」を指すのだと思う。実際、 出獄後のわずか三年後の1900年 、彼は

失意のうちにこの世を去 っている。

 生身の人間たる作者ワイル ドはこうして、芸術家であることか ら降 りると

共に、実人生か らも降 りることができた。 だが、 カンタヴィルの幽霊は、幽

霊であるが故に 「死ぬ」 ことが不可能であった。彼が永遠の眠 りにつ くため

には、カンタヴィル家に古 くか ら伝わ る一つの予言が実現 されねばな らな

かった。

2

この物 語 が 『コー ト ・ア ン ド ・ソサ エ テ ィ ・レ ヴ ュー 』 に掲 載 さ れ た とき
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の タ イ トル は 「カ ン タ ヴ ィ ル の 幽 霊 一 物 心 的 ロ マ ンス:贈 罪 の ヒ ロ イ ン」

("The Canterville Ghost‐AHylo-ldealistic Romance:The Redemptive

Heroine")と な つ て い る。 こ の サ ブ タ イ トル は 、女 主 人 公 で あ る ヴ ァ ー ジ

ニ ア の キ ャ ラ ク タ ー を簡 潔 に 示 して い る と いえ る。 現 実 派 の オ テ ィ スー 家 と

虚 妄 の世 界 に生 き る幽 霊 との 間 の 闘 い は、 いわ ば相 反 す る物 心 二 っ の世 界 の

対 立 で あ る。 そ して 、 両 者 と も、 それ ぞ れ正 反 対 の意 味 で 「罪 深 い 」 存 在 で

あ る とい え る。 そ の罪 と はす な わ ち、 ま ず 第 一 に は、 幽 霊 が妻 の 殺 害 を は じ

め、 多 く の人 々 に恐 怖 を与 え て き た こ とで あ る の は い うま で もな い 。 だ が そ

の一 方 で 、 あ ま りに物 質 主 義 的 で芸 術 に対 す る理 解 が皆 無 で あ る と い う点 で 、

オ テ ィス 氏 とそ の 家 族 も また 「罪 」 で あ る と いえ る。 こ の対 極 に あ る両 方 の

罪 を 階 い、 そ し て 物 心 二 つ の 世 界 を 融 合 さ せ る 救 世 主 と な る の が、

hylo-idealist7こ と ヴ ァー ジ ニ アで あ る。 本 章 で は、彼 女 の 人 物 像 に つ い て

分 析 す る。

 ヴ ァ ー ジ ニ ア は、 オ テ ィ スー 家 に あ つて異 質 な存 在 で あ る。 他 の 家 族 が 幽

霊 に次 々 と追 い討 ち を か け る な か、 彼 女 一 人 は何 らの危 害 を加 え よ う と は し

な い。 と は い つて も、 彼 女 も この家 族 の一 員 と して 、 厳 格 な ピ ュー リタ ン教

育 の も と で育 っ て きた こ と は 間違 い な い。 そ の こ と を示 す エ ピ ソー ドを こ こ

に あ げて み た い。

 書 斎 の床 につ い た血 痕 を ワ シ ン トン に簡 単 に消 さ れて 、 腹 を た て た 幽 霊 は

負 け じと新 し い しみ を つ け な お す。 こ う して 消 され て は ま たつ け な お す 、 と

い う い た ち ご っ こに な る の だ が、 奇 妙 な こ と に は、 そ の しみ の色 が 変 化 す る

の で あ る。 「あ る朝 は、 くす ん だ(ほ とん どえ び茶 に近 い)赤 で あ り、 そ れ

が 朱 色 に変 わ り、 次 に鮮 や か な 紫 と な り」、 つ い に あ る朝 に は 「明 る い エ メ

ラル ドグ リー ン」(198)に な つて い た。 この 不 可 思 議 な 色 の変 化 を皆 お も し

ろが っ て い る に もか か わ らず 、 な ぜ か ヴ ァー ジ ニ ア だ け は ひ ど く悲 し気 な様

子 で あ る。 そ の 理 由 は、 後 に彼 女 が 幽霊 に 向 か つて 、 彼 の諸 々 の悪 行 を 非 難

す る場 面 で 明 らか に な る。
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 ..you know you stole the paints out of my box to try and 

furbish up that ridiculous blood-stain in the library. First you 

took all my reds, including the vermilion, and I couldn't do any 

more sunsets, then you took the emerald-green and the 

chrome-yellow, and finally I had nothing left but indigo and 

Chinese white, and could only do moonlight scenes, which are 

always depressing to look at, and not at all easy to paint.' (206)

絵 の 具 を 盗 まれ て怒 る ヴ ァー ジ ニ ア は、 夕 日の 絵 を描 くこ とを好 ん で い る ら

しい 。 これ は一 見 した だ けで は、 彼 女 の 嗜好 を 示 す さ り気 な い記 述 にす ぎ な

い 。 だ が ワ イル ドの 作 品 に お い て は、 「日没 」 の光 景 は十 九 世 紀 の 過 剰 な 自

然 賛 美 の 風 潮 を象 徴 す るモ チ ー フ と して しば しば用 い られ て い る こ とを 忘 れ

て はな らな い。 む ろ ん、 ワイ ル ドが そ れ に対 して 否 定 的 な立 場 を と って い る

の は言 うま で もな い。 「虚 言 の 衰 退 」 に、 次 の よ うな 言 及 が み られ る。 「今

時 、 本 当 の 教 養 人 で、 日没 の 美 に つ い て 語 ろ う な ど と い う者 は い な い。

日没 は完 全 に流 行 遅 れ だ 。 … … そ ん な も の を 賞 賛 す る の は、 偏 狭 な 気 質 を

は っ き り示 す しる しな の だ。」(986)ま た 、 『ウ ィ ン ダ ミア夫 人 の 扇 』(L¢dy

Windermere's Fan)で も、 レデ ィ ・テ ガ サ(Lady Agatha)が 「夕 日に傾

倒 して い る」(devoted to sunsets)と 説 明 さ れ る箇 所 が あ る(391)。 ち な

み に こ の ア ガ サ とい う女 性 は、 最 初 か ら最 後 ま で 、 舞 台 上 で の台 詞 が 「は い、

お 母 さ ま」(`Yes, mamma.')だ け しか な い と い う、 単 純 を通 り越 した木 偶

人 形 そ の もの の よ うな人 物 と して描 か れ て い る。 これ らの 例 が示 す よ うに、

「夕 日」 へ の 嗜好 は ワ イ ル ドの 芸術 観 と は相 容 れ な い、 ピ ュ ー リタ ン的 価 値

観 の表 れ な の で あ る。

 ま た、 先 に 引用 した 箇 所 で 、 ヴ ァー ジ ニ ア は 「月 明 か りの光 景 は見 て い

て 気 が滅 入 る し、 描 きに くい」 と も述 べ て い る。 と こ ろが 、 先 程 の 「夕 日」

と は対 照 的 に、 「月」 に 関 して は ワイ ル ドはそ の幻 想 的 な 美 を好 ん で い た よ

うで あ る。 この物 語 に お いて も、 カ ン タ ヴ ィル の幽 霊 が登 場 す る シ ー ンに は、
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月 の 光 の イ メ ー ジ が 多 用 さ れ て い る。 幽 霊 が 初 め て オ テ ィ ス 氏 の 前 に 姿 を 現

す 場 面 は 、"Right in front of him[Mr. Otis]he saw, in the wan

moonlight, an old man of terrible aspect."(196)と あ る 。 ま た 、 一 家 へ

の 復 讐 を 期 す る 幽 霊 が 忍 び 足 で ワ シ ン ト ン の 部 屋 へ 近 付 く 様 子 は 、"the

moon hid her face in a cloud as he stole past the great oriel window,

..."(200)と 描 写 さ れ て い る 。

 し か し 、 「月 」 に ワ イ ル ドが 最 も多 様 な 意 味 を 持 た せ て い る の は 、 や は り

『サ ロ メ 』(Salom�)に お い て で あ ろ う。 こ の 中 の 登 場 人 物 達 は 、 月 に 対 し

て め い あ い の 異 な つ た イ メ ー ジ を 抱 い て い る。 例 え ば 、 ヘ ロ デ ィ ア ス の 小 姓

(The Page of Herodias)に と つ て の 月 は 、 「墓 場 か ら起 き上 が っ て き た 女

(awoman rising from a tomb)」 「死 ん だ 女(a dead woman)」(552)で

あ る 。 ま た 、 若 い シ リ ア 人(The Young Syrian)に と っ て は 、 「黄 色 の

ヴ ェ ー ル を ま と い 、 白 銀 の 脚 を 持 っ 可 愛 い 王 女 (alittle princess who

wears a yellow veil, and whose feet are of silver)」(552)で あ る 。 そ し

て ヘ ロ デ 王(Herod)の 目 に は 、 「い た る所 で 恋 人 を 探 す 気 の 触 れ た 女(a

mad woman who is seeking everywhere for lovers)」(561)と 映 っ て い

る が 、 サ ロ メ (Salom�)は 月 を 「処 女(a virgin)」 に な ぞ ら え(555)、 自

分 自 身 と 重 ね 合 わ せ て い る 。

以上に示 したよ うに、「月」の とらえ方 は実 に多様性 に富んでお り、「夕

日」が単調で画一的なイメージしか与えられていなかったのとは対照的であ

る。月が満ち欠けして姿を変えてい くのと同様、人が月に対 して抱 くイメー

ジもまた、個人によつて異なる。 このような複雑で神秘的な魅力に満 ちた月

に、 ワイル ドは世紀末的な頽廃美を見い出 したのであろう。 「カンタヴィル

の幽霊」に話を戻すと、当初月夜よりも夕 日の方を好んでいた頃のヴァージ

ニァは、まだ芸術美の世界に目覚あてはいなかつた。だが物語の終盤、幽霊

を助けて再び家族のもとに戻 ってきた時、 彼女の顔には 「(月の)美 しい光

が照 らしているようであった」(211)と いう。幽霊との出会いを通 じて人生

の神秘を垣間見た彼女 は、 ピュー リタンとしての自己を消滅させた。 ヴァー
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ジニアの顔を照 らす月光は、そんな彼女の変化を象徴 しているものといえよ

う。

 このように、ヴァージニアの根底には元来、 ピュー リタン的な価値観が強

く存在 していたのは確かである。だが、彼女は決 して他の家族のように、偏

狭な物質主義に毒されていたわけではなか った。かって、 自分が殺 した妻の

兄弟達 に餓死 させ られた身 の上 を語 る幽霊 に対 し、「私のバ ッグにサ ン ド

イッチが入つているわ。 召 し上がる?」(206)と 思わずすすめてしまうよう

な、無邪気な優 しさを持つ少女である。孤独な幽霊の悩みを理解 し、同情で

きる感受性が彼女には備わっている。 また、芸術や美の世界には不可欠なイ

マジネーションも豊富である。ヴァージニアの出生にっいて、彼女 は 「母が

アテネへの旅行か ら帰 ってまもなく、 ロンドン郊外で生 まれた」(212)子 で

あるという記述がある。彼女のギ リシャ的 ともいえる健康的な気質 は、 この

ようなところに由来 しているのか もしれない。

 幽霊は、 この少女 こそが自分の存在意義を理解 し、魂 を救済 して くれ る唯

一の人間であると考える。彼 はまだ見ぬ死の世界への憧れを、 ヴァージニァ

に語 る。

 'Death must be so beautiful . To lie in the soft brown earth, with 

the grasses waving above one's head, and listen to silence. To 

have no yesterday, and no to-morrow. To forget time, to forgive 

life, to be at peace.' (207)

幽 霊 の考 え る死 の世 界 の イ メ ー ジは、 ワイ ル ドが わ ず か 九 歳 で天 逝 した妹 ア

イ ソ ラ を悼 ん で書 い た 詩 「レク イ エ ス カ ッ ト」("Requiescat")を 我 々 に想

起 させ る。 こ こで は そ の一 部 を抜 粋 して 引 用 す る。

Tread lightly, she is near 

  Under the snow, 

Speak gently, she can hear
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  The daisies grow. 

Peace, peace, she cannot hear 

  Lyre or sonnet, 

All my life's buried here, 

  Heap earth upon it. (724)

父 や 兄 と仲 の よ くな か った ワ イ ル ドに と って、 五 歳 年下 の妹 ア イ ソ ラだ け が

心 に安 ら ぎを 与 え て くれ る存 在 で あ った ら しい。 そ れ だ け に彼 女 を失 っ た時

の彼 の 悲 嘆 は大 き か っ た よ うだ 。8彼 女 の遺 髪 を入 れ た 封 筒 を、 ワ イ ル ドは

死 ぬ ま で大 切 に持 つて い た と い う。 メ リ ッサ ・ナ ッ クス(Melissa Knox)

も指 摘 す る通 り、 ヴ ァー ジ ニ ア の助 け を借 りて死 ん で ゆ く幽 霊 の 姿 は、 妹 と

共 に土 の下 で 眠 る と い う ワイ ル ドの終 生 の願 い の表 れ な のか も しれ な い。9

 実 際 、 生 者 と死 者 の立 場 は逆 転 して い る とは い え 、 「カ ン タ ヴ ィ ル の 幽霊 」

に描 か れ る ヴ ァー ジ ニ ア 像 か ら、 ア イ ソ ラ ・ワイ ル ドを 連 想 す る の は容 易 で

あ る。 ヴ ァー ジ ニ ア は、 「仔 鹿 の よ う に しなや か で 愛 ら し く、 そ の大 き な青

い 目 に は 自 由奔 放 な 美 し さが あ る」(194)と い う金 髪 の 美 少 女 で あ る。 一 方 、

ア イ ソ ラ の外 見 につ い て は ほ とん ど資 料 が な い の だ が、 ワ イ ル ドの母 ジ ェ ー

ン (Jane) は、 待 望 の 長 女 に つ い て手 紙 で次 の よ う に書 い て い る。"She

has fine eyes and promises to have a most acute intellect. These two

gifts are enough for any woman,"loま た 、 前 出 の 「レク イ エ ス カ ッ ト」

の第 二 連 に は"her bright golden hair"(724)と あ る。 これ らを総 合 す る

と、 ご く漠 然 と して は い るが 「金 髪 で 目の きれ いな 少女 」 と い う、 ヴ ァ― ジ

ニ アの 容 姿 を彷 佛 と させ る ア イ ソ ラ像 が思 い浮 か ぶ ので あ る。

 カ ン タ ヴ ィル 家 に古 くか ら伝 わ る予 言 に は、 屋 敷 に平 和 を も た らせ るの は

「金 髪 の少 女(agolden girl)」 で あ る と記 さ れ て い た。 ヴ ァ― ジ ニ ァ は そ

の 役 目を 果 た す べ く して 選 ば れ た わ けだ が、 この 六 行詩 の形 を と った 予 言 の

四 行 目 に は"[when]alittle child gives away its tears"(208)と い う記
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述 が あ る。 ま た、 幽霊 自身 も彼 女 に対 して 、 死 の 世 界 へ っ い て来 て くれ る よ

う頼 む 時 、`against the purity of a little child the powe「s of Hell cannot

prevail.'(208)と 言 つて説 得 して い る。 だ が 、 ヴ ァー ジ ニ ア は この 時 点 で

十 五 歳 にな って お り、 ほん の 数 年 後 に は結 婚 適 齢 期 を迎 え る年 頃 で あ る。 本

来 な らば 、"alittle child"と い う表 現 に は 少 々違 和 感 を 感 じず に は い られ な

い。 これ 程 ま で に ヴ ァー ジ ニ ア の 「幼 さ」 を強 調 す る の は、 第 一 に は も ち ろ

ん 彼 女 の 純 粋 さ、 無 邪 気 さ を 印 象 づ け る た あ で あ ろ う。 だ が そ の 一 方 で、

「自分 が女 で あ る こ と も知 らな か った (She hardly knew/She was a

woman)」(724)ほ ど幼 く して逝 った アイ ソ ラ の イ メ ー ジ が この ヒ ロイ ン像

の 根 底 に あ った た め と も言 え る の で は な い だ ろ うか 。

 こ こ まで ヴ ァー ジ ニ ア につ いて 分 析 して きた が、 む ろ ん 、 ワ イ ル ドが妹 を

この 人 物 の モ デ ル に した と は っき り断 定 で き る だ け の証 拠 は ど こに もな い 。

ま た 、 作 者 や そ の 周 辺 の 人 々 に も、 そ れ を 裏 付 け る だ け の 証 言 は見 当 た らな

い 。 ヴ ァ― ジニ ア と ア イ ソ ラを 同一 視 す る説 は、 先 程 述 べ た よ うな テ ク ス ト

中 の 甚 だ乏 しい根 拠 か ら導 き だ した憶 測 に過 ぎ な い の か も しれ な い。 しか し、

近 年 に な っ て、 前 出 の ナ ッ ク ス と オ ー ウ ェ ン ・ダ ド リ ー ・エ ド ワ ー ズ

(Owen Dudley Edwards)に よ って ヴ ァ ー ジ ニ ア と ア イ ソ ラの類 似 性 が 指

摘 され て い る と い う事 実 は、 決 して無 視 され る べ きで はな い だ ろ う。

 そ もそもワイル ドは、作品の主人公たちに自分 自身を投影させることを非

常に好んだ。 中で も、 『ドリアン ・グレイの肖像』 はその顕著な例である。

この小説の登場人物にっいては、「ヘンリー卿 は世間が考える私自身であり、

バジルこそ私が自分自身だと思 っている人物、 ドリアンは私がなりたい人物

である」1正と手紙で書いている程である。「カ ンタヴィルの幽霊」について

はそこまで露骨ではないにせよ、やはり主人公のサー ・サイモンに作者の姿

をみることは可能であろう。第一章でも述べた通 り、 このおか しくも哀感漂

う幽霊が、唯美主義者にっきまとう悲劇的な側面を体現 していることは疑い

ようがないか らである。そう考えると、女主人公 ヴァージニアが、成長 した

妹アイソラの想像図であったとしても、さほど不 自然ではないだろう。最愛
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の妹 に救 済 され る と い う、 現 実 世 界 で は叶 え られ な か った夢 を フ ィ ク シ ョ ン

の 中 で 叶 え るべ く して、 ワ イ ル ドは この ヒ ロイ ンを 創 造 した の か も しれ な い。

3

 幽 霊 の 最 期 を 見 届 け た ヴ ァー ジ ニ ア は、 彼 か ら形 見 と して 贈 られ た 美 しい

宝 石 箱 を携 え て 無 事 家 族 の も とへ と戻 って くる。 そ して そ の 数 年 後 に は、 彼

女 を心 か ら愛 して い る チ ェ シ ャー公 爵(Duke of Cheshire)と 結 婚 す る。

ア メ リカ人 の 彼 女 が イ ギ リス の伝 統 的貴 族 とな る こ とに よ つ て、 新 旧二 つ の

世 界 が見 事 に融 合 され た わ けで あ る。 だが 、 こ う した ハ ッ ピー ・エ ンデ ィ ン

グに もか か わ らず 、 読 者 で あ る我 々 はあ る引 っか か りを 感 じず に は い られ な

い の で あ る。

 新 婚 旅 行 か ら戻 っ て きた こ の若 い公爵 夫 妻 が カ ンタ ヴ ィル の 幽 霊 の墓 前 に

参 る場 面 で 、 物 語 は締 め く く られ る。 か つ て 幽霊 と一緒 に閉 じ込 め られ た 時、

い っ た い 何 が 起 こ つ た の か 教 え て 欲 し い と、 セ シ ル(Cecil)こ と チ ェ

シ ャ ー公 爵 は妻 に 問 い か け る。 しか しな が ら、 ヴ ァー ジ ニ ア は明 確 に答 え よ

う と は しな い。

  'Please don't ask me , Cecil, I cannot tell you. Poor Sir Simon! I 

owe him a great deal. Yes, don't laugh, Cecil, I really do. He 

made me see what Life is, and what Death signifies, and why 

Love is stronger than both.' 

  The Duke rose and kissed his wife lovingly. 
  'You can have your secret as long as I have your heart

,' he 

murmured. (214)

彼女が姿を くらま していた間、いったい何が起 こっていたのかは全 くの謎の

ままである。本文中にも、ヴァージニアが失踪する直前 と戻ってくる時の描

写があるのみだ。その間の出来事 については、具体的な記述は何一っなされ.
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て い な い 。

 この こ と か ら、 ヴ ァー ジニ ア と幽 霊 の間 に は人 に は言 え な い何 か が存 在 し

た の で はな いか 、 と い う憶 測 が生 じる の も当 然 と いえ る。 実 際 、 二 人 の 間 に

は セ ク シ ュ ア ル な 関 係 が 暗 示 さ れ て い る と み る 批 評 家 は少 な くな い。 ロ ド

ニ ー ・シ ュ ー ワ ン(Rodney Shewan)は こ の こ とに つ い て、 「(ヴ ァー ジ ニ

ア失 踪 直 前 の描 写 に は)思 い が けな い性 的 な 要 素 が 根 底 に あ る も の の、 彼女

の 再 登 場 に よ って そ れ はす ぐに忘 れ 去 られ る」12と ご く控 え あ に述 べ る に と

ど ま って い る。 ま た、 シ ュー ワ ン と は対 照 的 に、 ワ イ ル ドが梅 毒 だ っ た との

観 点 か ら彼 の人 生 と作 品 を分 析 す る と い うユ ニ ー ク な試 み を 行 っ た ナ ッ ク ス

は、 幾 分 過 激 で あ る。 彼 女 は ま ず 、 ワ イ ル ドが 妹 ア イ ソ ラへ の 愛 情 か ら

ヴ ァー ジ ニ ア像 を造 形 した で あ ろ う こ と を主 張 す る。 そ の一 方 で 、 こ の物 語

中 の セ ク シ ュ ア ル な 暗 示 に関 して は、 「処 女 と の 性 交 で 性 病 を 治 す こ と が で

き る とい う、 当 時 の イ ギ リス で広 ま って い た奇 怪 な説 の こ とを梅 毒 患 者 の ワ

イ ル ドは念 頭 に お い て い た の で はな い か」正3と述 べ て い る。

 ワイル ドが梅毒患者 としての自分 自身を も幽霊に投影 していたというナッ

クスの主張には、多少行 き過 ぎという印象をおぼえずにはいられない。だが、

幽霊 とヴァージニアの性的関係にっいて、複数の研究者が指摘 しているとい

う事実 は見過ごすべきではないと思 う。本論でも改めて、ヴァージニァ失踪

前後の記述 にっいて検証 したい。

 幽 霊 は、 カ ンタ ヴ ィル家 に伝 わ る予 言 の 内容 に従 つて 彼 の た め に 涙 を 流 し、

彼 の魂 の た め に祈 りを捧 げて くれ るよ う、 ヴ ァー ジ ニ ア に頼 む。 そ うす る こ

と に よ って 、 屋 敷 の庭 の枯 れ た ア ー モ ン ドの木 は再 び 実 を つ け、 幽 霊 も苦 し

み か ら解 き放 たれ る とい う。 この予 言 で 目 を ひ くの は 、 三 行 目 の"when

the barren almond bears"(208)と い う箇 所 で あ る。 不 毛 な木 が再 び 実 を

っ け る と い う情 景 は、 取 り も直 さ ず、 生殖 の イ メ ー ジを 連 想 させ る もの で あ

る とい え る。

 また、ヴァージニァが勇気をふるって死 の世界へついて行 くことを決意 し

た直後の場面にも、幽霊からの性的誘惑を示唆する描写が多 く見 られる。以
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下 、 少 し長 くな るが 、 引 用 して み た い。

He [the  Ghost] rose from his seat with a faint cry of joy, and 

taking her hand bent over it with old-fashioned grace and kissed 

it. His fingers were as cold as ice, and his lips burned like fire, 

but Virginia did not falter, as he led her across the dusky room. 

On the faded green tapestry were broidered little huntsmen. They 

blew their tasselled horns and with their tiny hands waved to her 

to go back. 'Go back! little Virginia,' they cried. 'go back!' but 

the Ghost clutched her hand more tightly, and she shut her eyes 

against them. Horrible animals with lizard tails, and goggle eyes, 

blinked at her from the carven chimney-piece, and murmured 
'Beware! little Virginia

, beware! we may never see you again,' but 

the Ghost glided on more swiftly, and Virginia did not listen. 

When they reached the end of the room he stopped, and muttered 

some words she could not understand. She opened her eyes, and 

saw the wall slowly fading away like a mist, and a great black 

cavern in front of her. A bitter cold wind swept round them, and 

she felt something pulling at her dress. (208)

手 は 「氷 の よ う に冷 た い」 と あ る よ うに、 幽 霊 の身 体 は通 常 体 温 を持 た な い

もの で あ る はず だ。 と ころ が 、 ヴ ァー ジニ ア に接 吻 した唇 は 「火 の よ う に燃

え て 」 い る と い い、 これ は幽 霊 の性 的 な欲 求 を強 調 す る効 果 を 生 じて い る。

ま た、 彼 女 が 現 実 世 界 か ら霊 魂 の世 界 へ と移 動 して い く過 程 で は、 口を き く

はず の な い調 度 品 が 生 命 あ る もの の よ うに少 女 に警 告 す る と い う怪 奇 現 象 が

描 か れ て い る。 こ れ に 関 して も、 リデ ィ ア ・ レ イ ネ ッ ク ・ウ ィ ル バ ー ン

(Lydia Reineck Wilburn)に ょ る と、 ガ ー ゴ イル は人 間 の欲 望 の 象 徴 で あ

り、 タペ ス ト リー に描 か れ た狩 人 は ヴ ァー ジニ アが 虜 の 身 で あ る こ とを 示 唆

して い る の だ と い う。14そ して 、 突 如 現 れ た 「大 きな黒 い穴 」 と 「彼 女 の服
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を 引 っ張 る何 か 」 も、 や は り何 らか の エ ロ テ ィ ッ ク な連 想 を させ る に は十 分

で あ ろ う。

 また、謎の失踪か ら戻 ってきた後の描写についても、同様の示唆が見 られ

る。彼女 は、普通な らば恋人の男からの贈 り物であるはずの宝石を受け取 っ

て帰 ってきた上、サー ・サイモンの葬列では未亡人の位置を与えられてもい

る (カ ンタヴィル卿 とともに先頭の馬車に乗 っている)。 これ らのことをふ

まえた上で、上記のウィルバーンは 「ヴァージニアは失跡中の丸々八時間も

の間、 ただひたすら祈 り、涙を流 していたわけではなかろう」15と述べてい

る。確かに、これ らの記述はどれも二人の性的な関係を暗示 しているように

は見える。だが、それを裏付 けるだけの確たる証拠が本文中には見当た らな

いように思われる。あくまで匂わされている程度にすぎないのであり、断定

できる程の決め手には欠けている。

 この よ うに、 厳 密 な テ クス ト解 釈 と い う次 元 に お い て は、 こ れ らの 議 論 は

い さ さ か飛 躍 した、 強 引 な 印象 を 与 え るか も しれ な い 。 だ が、 こ こで 思 い出

した い の は、 性 的 な事 柄 に 関 す る限 り、 ワ イ ル ドは直 接 的 か つ 露 骨 に描 写 す

る タ イ プ の作 家 で は な か った とい う こ とで あ る。 世 間 的 な イ メ ー ジ と は裏 腹

に 、 同 性 愛 に 関 す る記 述 す ら も、 一 見 した だ け で は そ れ と気 付 か ぬ ほ ど控 え

め で あ る。 『ド リァ ン ・グ レ イ の 肖 像 』 が そ の 好 例 で あ る。 こ の 中 で 、 ド

リァ ンが ヘ ン リー卿(Lord Heriry)と 共 に ア ル ジ ェや フ ラ ン スの トゥル ー

ヴ ィル の別 荘 に住 ん で い た との記 述 が あ るが 、 こ れ ら の リゾ ー ト地 は外 国 の

同 性 愛 者 た ち が好 ん で 住 ん だ場 所 で あ っ た。16ま た、 ヘ ン リー卿 が オ ル バ

ニ ー(the Aibany)に 住 む 伯 父 を訪 ね る とい う何 気 な い シ ー ンが あ る。 こ

の オ ル バ ニ ー とい う の は ピ カ デ リー通 りに位 置 す る、Aか らLま で あ る独

身 者 用 の大 き な フ ラ ッ トで あ る。 と こ ろが 、 この オ ル バ ニ ーE4と い うの は

知 る人 ぞ 知 る同 性 愛 者 の 拠 点 で あ った。 な お 、 喜 劇 『真 面 目 が大 切 』(The

Importance of Being Earnest)で も、 主 人 公 ジ ャ ッ ク ・ワ ー ジ ン グ(Jack

Worthing)の 住 所 は、 オル バ ニ ーE4な らぬB4と な って い る。 また 、 こ

の喜 劇 の キ ー ワ ー ドで もあ る"Ernest"と い う ジ ャ ック の偽 名 に して 本 名 自
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体 に、同性愛の意味が隠されているという興味深い説もある。17

 これらの例が示すように、ワイル ドは一般の読者が気付かぬ くらい秘かに、

作品中に自分自身 の性癖をのぞかせては楽 しんでいたのだ。「『芸術』を女神

と見て、 その神秘 を強化する」(1033)と いうのが、彼の芸術批評上 の持論

であつた。 しか し、 これは批評だけに限ったことではな く、他の ジャンルの

作品においてもワイル ドはその信条を実践 しようとしていたように思われる。

すべてを詳 らかに示すのではな く、あ くまで謎の部分を残すことにこそ、芸

術作品の妙味がある。 したがって、性的な事柄一つをとって も、露骨で誰の

目に も明白になるような描写 は彼の望むところではなか ったはずだ。これは、

短絡的な謎解 きのような解釈 に走る批評家への戒めともとれる。だがむしろ

それ以上 に、読み手を巧妙に;;,着することを、他な らぬワイル ド自身が楽 し

んでいたようなふしがある。また、彼のこのような遊びの精神なしには、喜

劇や軽妙な短編小説の成功 はあり得なかったであろう。

 このよ うに、 ヴァージニアと幽霊の間の性的関係の有無に関 しては微妙で

あり、絶対的に正 しい結論 に辿 り着 くことなど、おそらく不可能である。最

終的 には読み手 の解釈次第 というところであろう。いずれにせよ、 この二人

が深い理解 と愛情 のもとに結ばれたことだけは確かである。幽霊が永遠の眠

りにっき、彼の救済者たる少女が若きチェシャー公のもとに嫁いだ ところで

物語 はその幕 を閉 じる。 この結末 につ いて、バ トリック ・M.ホ ーラ ン

(Patrick M. Horan)は 次のように解釈 している。 「幽霊は一人 の素晴 らし

い女性か らの献身 と敬意を得 ることができた。だが反対に、 ヴァージニァの

方は、彼女の利他的行為が報われることはなか った。彼女はやん ごとなき公

爵のもとに 『落ちついた』 ものの、本当の理想の恋人である幽霊とは結婚で

きなか ったか らである。」18彼女 が幽霊 に対 して恋心 にも似た愛情を抱いて

いたであろうことに関 しては、私 も同意見である。だが、ホーランの言 うよ

うに、幽霊に比べてヴァージニアが報われなかったとは決 して思わない。す

でに述べてきた通 り、彼女 は幽霊の理解者になることによって、物質主義的

価値観か ら脱却 し、より高次 の精神的世界へと昇華 したわけである。言 い換
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えれば、ワイル ド的な意味での 「芸術家」 にな ったのである。そ して彼女は、

恐 らく幽霊 との知 られざる思い出を胸に秘あっっ も、貞淑な公爵夫人として

の役 目も立派に果たすという、ある種の二重生活を楽 しむことになるのであ

ろう。 こうした生き方は、 『真面 目が大切』 の主人公が田舎ではジャックと

い う真面 目なヴィク トリアン紳士を演 じ、かたや都会ではアーネス トと名

乗 って享楽的生活に徹 していたことに通 じる部分がある。 こうした愉快な二

重生活をすることを、 この喜劇では 「バンベ リ」(bunbury)と 称 している。

これに倣えば、 ヴァージニアもまた、 「バンベ リス ト」 の仲間入りを果た し

た といえるだろう。

 さ らに 、 ヴ ァー ジ ニ ア の献 身 が 報 わ れ な か った と は決 して思 え な い理 由 が

も う一 っ あ る。 彼 女 の 夫 と な った チ ェ シ ャ ー公 爵 が 、 実 は サ ー ・サ イ モ ンの

末 喬 で あ る こ とが 明 か さ れて い る(205)。 幽 霊 と生 身 の女 性 が た と え互 い に

愛 しあ って い た と こ ろで 、 現 実 的 な レベ ルで 結 ば れ る の は所 詮 不 可 能 で あ る。

だ か ら作 者 は、 せ めて もの救 い と して 、 ヴ ァー ジ ニ ア と彼女 が 愛 した 幽 霊 の

子 孫 で あ る セ シル と の カ ップ ル を成 立 させ た の で あ ろ う。 彼 は こ の若 い妻 を

こよ な く愛 して い る。 ま た、 幽霊 本 人 で な くそ の 子 孫 が相 手 と い う、 多 少 不

完 全 な 形 な が ら、 ヴ ァー ジニ ア の 恋 も十 分 に実 つ た とい って よ い の で はな い

だ ろ うか 。

 こ こ ま で、 ヴ ァー ジニ ア と幽霊 の二 人 の登 場 人 物 に は、 ワ イ ル ドと天 逝 し

た 妹 の ア イ ソ ラの姿 が投 影 され て い る の で はな いか と仮 定 して 論 を進 あ て き

た 。 幽 霊 が永 遠 の眠 りに つ き、 ヴ ァー ジニ アが 結 婚 す る と い うハ ッ ピー ・エ

ンデ ィ ン グ に は、 作 者 の妹 へ の 限 りな い愛 情 が 現 れ て い る と み る こ とが で き

よ う。 これ らの こ とを踏 まえ な が ら、 この作 品 の サ ブ タ イ トル につ いて 、 も

う一 度 考察 して み た い と思 う。

 第 二 章 の 冒 頭 で も 述 べ た 通 り、 雑 誌 掲 載 時 の タ イ ト ル は"The

Canterville Ghost‐A Hylo-ldealistic Romance:The Redemptive

Heroine"で あ った。 と こ ろが 、1891年 に単 行 本 化 さ れ た 際 の副 題 は、 た だ
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"AHylo -ldealistic Romance"だ け に な つて い る。 両 者 の違 い は この タ イ ト

ル の わ ず か な変 更 だ け で あ り、 内 容 的 な差 異 は 全 くな い。 した が っ て、 『ド

リア ン ・グ レ イ の 肖像 』 が 単 行 本 化 の 際 に大 幅 に加 筆 修 正 され 、 内容 的 に も

か な り異 な る も の とな っ た こ とに 比 べ る と、 そ れ ほ ど大 きな 意 味 が あ っ た と

は思 え な い。 ワ イ ル ド自身 も、 特 に何 らか の意 図 が あ つて この 副 題 を 変 更 し

た わ けで は な か つ た の か も しれ な い。

 だ が、 作 者 自身 の 意 図 は と もか く と して、"The Redemptive Heroine"と

い う部 分 が抜 け た こ と で、 む しろ タイ トル の意 味 が 広 が った と言 え な くは な

い だ ろ うか 。 既 に触 れ た通 り、 旧 題 に は女 主 人 公 ヴ ァー ジ ニ ア の人 物 像 を説

明 す る要 素 が 強 か つ た。 しか し、「瞭 罪 の ヒ ロ イ ン」 とい う部 分 が 省 略 され た

単 行 本版 の副 題 で は、 そ の 要 素 は弱 ま って い る。 そ のか わ り、 生 身 の人 間 と

幽 霊 の恋 と い う テ ー マ が そ こ に は前 面 に表 れ て い る と思 う。つ ま り、"AHylo

Idealistic Romance"を 、 肉 体 的 な(Hylo)人 間 界 と精 神 的 な(ldealistic)

霊 魂 の世 界 の 間 の 恋 物 語(Romance)と 解 釈 す る の で あ る。 この 副 題 は通

常 「物 心 的 ロ マ ンス」 な ど と 日本 語 訳 され る こ とが多 い が、 上 記 の 解 釈 に 基

づ け ば、 「人 間 と幽 霊 の恋 」 く らい に意 訳 して も差 し支 え な い で あ ろ う。

 こ の 「ロマ ンス」 の 主 役 が 、 幽霊 サ ー ・サ イ モ ン と少 女 ヴ ァー ジ ニ ア ・オ

テ ィ ス の二 人 で あ る こ と は言 うま で もな い 。 しか し同時 に、 自分 と既 に この

世 に な い妹 と の 間 の 「ロ マ ン ス」 と い う生 涯 の夢 を、 作 者 は この い わ くあ り

げ な サ ブ タ イ トル に こ め た の で は な いだ ろ うか 。 世 紀 末 的頽 廃 ム ー ドか ら は

一 見 程 遠 い
、 爽 や か な後 味 を残 す この短 編 は、 そ ん な ロ マ ンテ ィ ック な想 像

を我 々 に か き立 て て くれ る の で あ る。
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